
第４学年　図画工作科学習指導案
令和　年　月　　日（　）校時

第４学年　組　　名

授業者　　　　　　　
１ 題材名
ピカピカ☆マンション
２ 題材の目標
（1）「知識及び技能」に関する目標
・紙を折ったり丸めたり、それに合う光の色を見ることを通して、イメージした作品の形や色などの感じが分かる。
・紙をつかって「マンション」を工夫してつくる活動を通して，材料や用具を適切に扱うとともに， 前学年までの材料や用具についての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表し方を工夫して表す。
（2） 「思考力・判断力・表現力」に関する目標
　　・イメージして表したいことを見付けることや， 形や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考える。

・つくった作品を鑑賞する活動を通して，造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げる。
　（３）「学びに向かう力、人間性等」に関する目標
　　・紙やその他の材料をつかって「マンション」をつくることや、そのイメージに合わせた光の色や点滅の仕方を考えることを楽しみ、材料を生かしながらどのように表すかについて意欲的に取り組む。
３ 題材の評価規準 
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・紙を折ったり丸めたり、それに合う光の色を見ることを通して、イメージした作品の形や色などの感じが分かっている。

・紙をつかって「マンション」を工夫してつくる活動を通して，材料や用具を適切に扱うとともに， 前学年までの材料や用具についての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，表し方を工夫して表している。

	・イメージして表したいことを見

付けることや， 形や色，材料な
どを生かしながら，どのように
表すかについて考えている。

・つくった作品を鑑賞する活動を通して，造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げている。


	・紙やその他の材料をつかって
「マンション」をつくること
や、そのイメージに合わせた光の色や点滅の仕方を考えることを楽しみ、材料を生かしながらどのように表すかについて意欲的に取り組んでいる。



４　題材について
本題材は、紙やその他の材料をつかって、イメージした「マンション」を工夫してつくる内容である。
どのようなものや人が住んでいるのか、どこに建っているマンションなのか、など様々なことをイメージできるようにする。そして、主材料である紙を折ったり、組み立てたりしながら、マンションの形をつくり、その他の副材料を組み合わせて、それぞれのイメージを形にできるようにする。そして、作品にマイクロビットをつかって「灯り」を足すことで、それぞれの作品のイメージがより広がっていくようにする。
５　児童の実態　（各クラスの実態に応じてお書きください）
６　子どもの思いや考えをつなげるICT活用の意図
＜ICT活用によって、ねらう効果＞
【動画の活動】
　本題材は画用紙や、紙コップなどの紙材を切ったり丸めたり、それを組み合わせながら、一人一人の児童がイメージする「マンション」をつくる内容である。紙を立てる内容は、2学年時にカッターナイフをつかってつくる「窓のあるたてもの」で行っている。また、3学年時の「まめつぶさんのゆかいなお家」では、黄ボール紙を折ったり、ホッチキスで止めたりして「家」をつくっている。このように既習である紙の様々な紙の使い方、組み合わせ方を生かして、工夫して製作できるようにする。そこで、今まで行った内容を思い出せるように、紙の折り方や組み立て方の動画を視聴する。クラス全体で見て確認をし、その後は、自分のペースで動画を見返せるように、オクリンクをつかって児童の各端末に送る。動画で見て、既習の内容を思い出すことにより、作品のイメージがより具体的に広がるようにする。
【マイクロビット】
マイクロビットとは、イギリス生まれの小さなコンピューターで、子ども向けのプログラミング教育に使われている。LEDやボタン、センサー、無線機能などが搭載されており、ブロックやテキストで簡単にプログラムすることができる。本題材ではLEDライトの色を変えたり、点滅の速度が変えられるプログラムを行う。作品に「灯り」を灯すことで、より、作品のイメージが広がっていくようにする。マイクロビットのLEDライトは赤・だいだい・黄・緑・青・あい・すみれ・紫・白・黒の10色ある。また、点滅の速度も設定できるので、どのような「灯り」を灯すかの違いで、作品の見え方が変化する。　　作品のイメージにあった、「灯り」をプログラムすることで、「もっと○○のようにつくりたい」と作品により工夫を行ったり、違う「灯り」を入れることで、作品のイメージが変化し、新しい作品のよさや面白さを感じられるようにする。
題材の最後には教室を暗くし、その中で「マンション★イルミネーション★ショー」を開く。灯りを扱った題材での鑑賞を行うのは初めてである。暗い中でライトアップされた作品を見ることは、どの児童にとっても「きれい」「面白い」という感動を伴った経験となる。また、灯りを入れた時と、そうでない時とのイメージの違いも一目瞭然である。形や色などの造形要素に新しく「灯り」が入ることによって、児童一人一人の表現の広がりがもてるようにする。そして、それぞれの作品に灯りが灯った状態で鑑賞することで、友人の表し方の工夫などについて，感じ取ったり考えたりし，一人一人の見方や感じ方を広げられるようにする。
７　題材の指導と評価の計画（全６時間）
	時間
	主な学習活動　□情報モラル💻ICT活用
	評価の観点
（評価方法）
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	・題材について知る。
・紙を折ったり丸めたり組み立てたりして「マンション」を工夫してつくる。

	💻紙をどのように折ったり丸めたり組み合わせたりするとかたちができるのかを動画で説明する。
知①活動の様子・作品
思①活動の様子
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	・マンションにいる人や住んでいる動物など、内部や周りの様子なども工夫してつくる。
・作品のイメージに合わせ、マイクロビットをつかって、「マンション」に灯す灯りをプログラミングする。

	💻作品のイメージに合わせ、明かりの色や点滅の仕方が変えられるように、マイクロビットをつかってプログラムする。
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□プログラムを組んで、実際にLEDを灯らせるのは、目への負担が大きいことから、45分以上は連続で操作しないように指導する。
知②活動の様子・作品
思①活動の様子・作品　

	
	・マイクロビットでプログラムした灯りをい
れて、「マンション」を鑑賞する。
・作品のイメージに合わせて、工夫を重ねたり、灯りの色を変えたりしながら、作品を完成する。
	💻前時にマイクロビットでプログラムした灯りを作品に入れて作品のイメージを広げる。
学活動の様子

	
	「マンション★イルミネーション★ショー」を行う。

・自分のつくった作品や、友人のつくった作品の造形的なよさや面白さをみつけ、鑑賞カードに書いたり、発表して交流したりする。
	💻前時にマイクロビットでプログラムした灯りを作品に入れて作品鑑賞会を行う。
思②鑑賞カード・発言


８　本時（６／６時）
（1） 目標
つくった作品を鑑賞する活動「マンション★イルミネーション★ショー」を通して、お互いの表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げる。　
（２）展開
	
	〇具体的な学習活動 ・予想される児童の反応
💻ICT 活用
	◇指導上の留意点 ◆評価

	課
題把
握
5分
	○本時の学習についての説明
　めあての説明


　
・暗くなった図画工作室で灯りが灯ったお互いの作品を見ることで、どのような灯りのマンションになっているのか、それによって、一人一人のマンションのイメージがどう変化しているかが見られるようにする。

	◇自分の世界を広げるとは具体的にどのようなことなのかを児童が分かるように説明する。


	展
開
20分
展開②
15分
	・作品展示の準備
・机の上に作品を置く。
○部屋が明るい状態で、お互いの作品を鑑賞し
よう
・○○さんの作品は中にお化けがいるんだな。
　ホラーマンション？

・◇◇さんの作品は楽しい雰囲気。猫の形をしているし、紙をつかってよくつくったな。
〇マイクロビットでプログラムした灯りを付けて、「マンション★イルミネーション★ショー」を行う。
・○○さんの作品はホラーマンションだから、
　青い光や赤い光をゆっくり点滅させている。
　怖い雰囲気が出ているな。
・◇◇さんの作品は猫の色を灯りで表したのかな？ライトアップした時ではまたイメージが変わったな。

	◇前時に行ったダウンロードの仕方をもう一度やってみることで、全員がプログラムした「灯り」を灯せるようにする。
◇部屋が明るい状態で鑑賞することにより、紙を折ったり丸めたり、その形を組み合わせたりした工夫をたくさん見つけられるようにする。
💻事前につくったプログラムをマイクロビットにダウンロードする。
◇部屋を暗くした状態で鑑賞することにより、灯りが灯ることによって変わる作品のイメージに気が付けるようにする。
◆思②鑑賞カード・発言・つぶやき

	振
り
返
り
10
分
	〇ふりかえり
　ふりかえりシートへの記入
	◇灯りが入ることにより作品のイメージが変わることや、その灯りもプログラㇺすることができることを実感できるように教師から話をする。
◆思②ふりかえりシート・発言


＜本時の観察の視点＞
・児童はマイクロビットをつかって灯りをプログラムすることのよさを実感することができていたか。


90分





45分








45分








45分








45分








本時











めあて


「マンション★イルミネーション★ショー」を行って、お互いのマンションのステキ


なところ、面白いところ、楽しいところをたくさん見つけて、自分の世界を広げよう。
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